BUFFALO 


BSHSBE01 シリ-ズ 

取お説明書 


本書は、本製品の取扱いについて説明しております。 

本製品をお使いになる前こ必ずお読みになり、正しくご使用くださし、。また、裏面の注意事項も必 
ずお読みくださし、。 



付属品がすべて揃っていることを確認します 

IBIuetooth ヘッドセット . 1台 



垂巧動イヤフック . 1個 

•ネックストラップ . 1個 

•イヤピース . 3個 

•USB ケーブル(充電用） . 1本 

•取扱説明書(本書） . 1枚 


广 BSHSBE 01 D シリーズのみ添付—— 
垂 Bluetooth レシーバ . 1台 


>ユー テイリテイ CD 


1枚 


BSHSBE 01 A シリーズのみ添付—— 

♦AC アダプタ . 1個 


本製品の NN コード(パスキー)は0000です。 




垂 Bluetooth へッドセット 


ボリューム (+) 



充電用コネクタ 


付属の USB ケーブル 
接続して巧電 

電源ボタン 


LED 


LED の表示 


垂イヤフック 

回転するようになっており、 
在右どちらの耳でもご利用 
いただけます。 



状態 

LED の表示 

電源オフ 

消灯します。 

充電中 

ホ色 LED が点灯します。 

ペアリング 

青色 LED と赤色 LED が交互 
に点滅します。 

スタンバイ 

青色 LED が約3秒ごとに点滅 
します。 

通話中 

青色 LED が約3秒ごとに3回 
点減します。 

バッテリー不足 

スタン/ くイ時は、ホ色 LED が 
約3秒ごとに点滅します。 

通話中は、ホ色 LED が約3秒 
ごとに3回点滅します。 


•イヤピース 

※イヤフックを外してご利用くださし、。 



itHiK i ホ挪扛毯嫌迷だ歧をを 


本製品をお使いになる前に、巧電をしていただくぶちがあります。 

く PC 巧電の場合> 

①あらかじめパソコンの電源を ON にしておいてください。 

感ヘッドセット上部の充電用コネクタに、付属の USB ケーブルを挿します。 
ケーブルの反対側をパソコンの USB ポートに挿します。 

感充電中は、 LED がホに点灯します。 

® 充電が完了すると、 LED は消灯します。ケーブルをおいてください。 

く AC アダプタ巧電の場合> ( BSHSBE 01 A シリーズのみ） 

I ① AC アダプタをコンセントに差し込みます。 

感ヘッドセット上部の充電用コネクタに、付属の USB ケーブルを挿します。 

ケーブルの反対側を AC アダプタの USB ポートに挿します。 

感充電中は、 LED がホに点灯します。 

@充電が完了すると、 LED は消灯します。ケーブルをおいてください。 


rM -充電中は、ヘッドセットをご使用になれません。 

-最初の充電には、約2〜3時間かかります。導入後の日常の充電は、バッテ 
ま意 リー残量によって異なります。 


r #| 金属のものに近づけたり、バッテリーをショートさせると怪我や火災の元となり 
i « r 」 ます。絶対におやめくださし、。 

警告巧電には、付属の USB ケーブルのみお使いください。他のケーブル、または巧 
電機器でのご利用は保障しておりません。また、危険ですので絶対にお使いに 
ならないでください。 


ボタン機能 



[インストール(1)]をクリックします 


6 . 「 Bluetooth デバイスを取り付けてから 「0 K 」 ボタンをクりックしてくださし、」と表示 
されたら、目 luetooth レシーバをパソコンに接続して、 [0 K ] をクリックします。 



[0 K ] をクリックします 


フ， が降は画面の指示にしたがってインストールします。 「 InstallShield ウィザードを 
完了しました」としう画面が表示されたら、院了]をクリックしてインストールを完 
了してください。 



8 . 「システムを再起動するお要があります」という画面が表示されたら、[はい]をク 
リックします。 


機能 

ヘッドセットの状態 

ボタンの操作 

電源オン 

電源オフ 

電源ボタンを約3秒間押す。 

電源オフ 

電源オン 

電源ボタンを約3秒間押す。 

ペアリング 

電源オフ 

電源ボタンを約5秒間が上押し続ける。 

ボイルダイアル 

接続中 

電源ボタンを約1砂間押す。 

リダイアル 

接続中 

ボリューム（一）を約3秒間押す。 

電話を切る 

通話中 

電源ボタンを約1秒間押す。 

電話を受ける 

着信中 

電源ボタンを約1秒間押す。 

ボリュームアップ 

スタンバイ/通話中 

ボリューム （+) 

ボリュームダウン 

スタンバイ/通話中 

ボリューム（一 ） 





Bluetooth レシーバのセットアップを巧つてくださし、。 
(BSHSBE01D シリーズの場合） 


が属の CD-ROM を用いて、セットアップを行います。 

この Bluetooth レシーバが、ヘッドセットをシステムに認識させるステーンヨン的な役割を 
またします。 CD からのインストールが終わったら、ペアリング(接続の認証)を行う必要が 
あります ( Step 3 参勵。 
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① 「使用許諾契約の条項に同意します」を 
選択します 


③欧へ ( N )>] をクリックします 


Windo— S bv BUFFAIO 



[はい ( Y )] をクリックします 


ペアリング継続の認証)を巧ってください。 

本製品を初めてお使いになるときは、ヘッドセットとレシーバとのペアリング(接続の認証)を 
行わなければなりません。 

ペアリングは、二つの機器間で固有の接続です。一度ペアリングをされましたら、同じヘッドセ 
ット-レシー/ く間では、再びペアリングをする必要はありません。 


1, へッドセットの電源が OFF になっていることを確認します。 

價源が OFF になっていない場合は、ヘッドセットの電源ボタンを約3秒間、ホい LED 
が点滅するまで押して電源を OFF にします） 

2, [スタート]—[(すべての)プログラム]— [ Bluetooth ] — [ Bluetooth 設定]を選択し 
ます。 

3， へッドセットの電源ボタンを約5秒が上、青い LED とホい LED が交互に点滅するまで 
押し続けます。 

(この操作で、へッドセットがペアリングモードになって、 Bluetooth の接続待ちが態 
になります） 

4. 「新しい接続の追加ウィザード」画面が表示されたら[エクスプレスモード]を選択し、 
[次へ]をクリックします。 

(ウイザード画面が表示されない場台は、 Bluetooth 設定の画面で[目 luetooth ] - 
惭しし、接続の追加]を選択してくださし、） 



①[エクスプレスモード]を選がします 


③[巧へ ( N )>] をクリックします 


5. Bluetooth 機器が検索されて「デバイスの選択」画面が表示されたら、 「 BSHSBE 01」 
を選択して[次へ]をクリックします。 


新し t 、 ま居の追加ウイザー 



① 「 BSHSBE 01 J を選択します 


③[巧へ ( N )>] をクリックします 



6 . 「 Bluetooth パスキー ( PIN 〕 ー ド)」画面が表示されたら、半角英数きで0000と入力 
して [0 K ] をクリックします。 


① 半角英数をで 0000 と入力します 


③ [0 K ] をクリックします 


7. 「 VoIP 連携アプリケーンヨンの設定」画面が表示されたらと表示されたら、[次へ]を 
クリックします。 


VnIPH 店7ブリなーシ3■，の岂ち 



Skype でご使用の場合はチェックを入れてく 
ださい 


[次へ ( N )>] をクリックします 


8 . Bluetooth 設定の画面に 「 BSHS 目 E 01」 が表示されたら、ペアリングは完了です。 



ヘッドセットとレシーパを無なで抵镜してください。 

ペアリングが完了したら、へッドセットとレシー 7 巧無線で接続します。 

1. Step 3 の手順8の画面で、 「 BSHSBE 01」 アイコンを右クリックし表示されたメニュ ー 
から[を続]を選巧します。 

X Step 3 の手順8の画面が表示されていない場合は、タスクトレイの Bluetooth アイ 
コンをちクリックして、阻 uetooth 設赶を還択すると表示されます。 

2 .へッドセットが接続されますと、タスクトレイの Bluetooth アイコンが白 （ 0 ) から緑 
(>) にをわります。 

な上でレシーバとの接続は完了です。 

レシーバとの接続を切断する場合は、 「 BSHSBE 01」 アイコンをもクリックし表示されたメ 
ニューから脚断]を選択します。 


携壺電話廣場含 


1. Bluetooth へッドセットの電源がオフになっていることを確 ill してください。 

(「ボタン機能」を参勵 

2. Bluetooth へッドセットの電源ボタンを約5秒政上押し続けて、青色 LED とホ色 LED が 
交互に点滅するようになりましたら指を離してくださし、。 

(ペアリングモードを開始した後すぐに、携帯電話との接続を行ってくださし、。約2分 
経ちますと自動的にペアリングモードが終了いたします。ペアリングモードが自動で 
終了した場合は手順]からやリなおして下さい） 

3. Bluetooth 搭載の携帯電話の付属 マニュアルに したがって、 ご 利用の携帯電話の ぺ 
アリング(初期設定)を行ってくださし、。 

4， 携帯電話で認証用のパスキーが要求されましたら「0000」を入力してくださし、。 

5， 青色 LED とホ色 LED が交互に点なする状態から、青色 LED が点滅する状態になりま 
したら、携帯電話と接続された状態です。 

携帯電話の機種によって、携帯電話側の表示方法は異なります。必ずご利用の携 
帯電話に付属のマニュアルをご参照くださし、。 


携帯電話の機能 


ボイルダイアル 
(音声認識） 

ボイスダイヤル機能を持った携帯電話をお使いの場合、ボイスコ 
マンドでの発信ができます。あらかじめ携帯電話での設定が必要 
になりますので、ご利用の場合には携帯電話のマニュアルをご参 
照ください。 

リダイアル 

携帯電話の機種によってはリダイヤル磯能がご利用いただけま 
す。使用した場合は、最後にかけた電話へ発信をします。 


※これらの動作は携帯電話の機衝〔よっては対応しないものがあります。 


r #| 薛社では、へツドセツトと携帯電話との接続については、サポートを承 
つておりません。また、携帯電話の対応機種に関しては、通話のみ確 
認しております。 


C ) 


無線インターフエース 

準拠規格 : Bluetooth Ver .2.0+ EDR ( Bluetooth ) Class 2 準拠 
伝送ち式:周波数ホッピング方式スペクトラム拡散 ( FS - SS ) 方式 

対応プロファイル 

へッドセット： HFP / HSP 、 USB アダプタ: HFP/HSP 

送信周波数範囲 

2.4 GHz 〜2.4835 GHz 

基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等とは混 
信しませんが、これらの機器が 2.4 GHz 帯の無線を使用する場 
合は、混信が発生する可能性があります。 

通信出力 

最大 2.5 mW (class 1! ) 

通信距離 

約 10 m (使用環境によって異なります） 

動作環境 

温度: 5〜40で、湿度: 20〜80% (結露なきこと） 

外形寸法 

ヘッドセット: 25( W ) X 23( D ) X 56( H ) mm 燥起物、ケーブル含まず） 
レシーバ :55( W ) X 8( D ) X 1 9( H)mm 

重量 

へッドセット：1 1 g (本体の み） 

レシーバ :7 g 

くヘッドセット> 

対応機器 

Bluetooth レシーバを接続した D 0 S / V 機 (0 ADG 仕撒 

連続待受時間 

最大約240時間 

連続通話時間 

最大約10時間 

充電時間 

約 2.5 時間 

<レシーバ> 《 BSHSBE 01 D シリーズのみ添付 

対応機器 

CPU:Pentium III 500 MHz が上 
メモリ： 256 MB が上 

HDD 空き容量: 50 MB が上 

USB インターフェース 

USB Revision 1.1 準拠 

対応 0 S 

Windows Vista / XP ^ V 2000 


《1 Media Center Edition 2005/2004を含みます。 


制限事項 

-本製品付属の Bluetooth レシーバは、同個のへッドセットとの接続のみ動作をイ呆証しており 
ます。他の Bluetooth 機器との接続については、動作保証いたしかねますのでご了承くださ 
い。 

. ヘッドセットの充電は、パソコン本体など 300 mA が上供給可能な USB ポートを持った製品 
から巧ってください。 

• 添付の Bluetooth ユーティリティ （Bluetooth Information Exchenger ) は Windows Vista / 
XP / 2000のみ対応しています。 

. マイク ロソフ ト FAX マネージャの自動 FAX 受信がオンで、 DUN 、 FAX 、 LAP のいずれかのプロ 
ファイルアイコンが Bluetooth 設定に登録されている場合は、スタンバイからの復帰時 
に、 Bluetooth の電源が ON になるまで数分間かかる場合があります。 

• 音声に関連するアプリケーシヨン (Windows Messenger、Windows Media Player など)は、 
Bluetooth ヘッドセットを接続または切断する前に終了してください。該当するアプリケー 
シヨンが動作していると、オーディオ入出力が正しく切り替わらない場合があります。スタン 
バイ、ハイバネーシヨン、シャットダウン、 Bluetooth デバイスの電源 OFF または抜くなどの 
操作を行う前に、音声に関連するアプリケーンヨンを終了し、 Bluetooth ヘッドセットを切断 
してください。 

• Windows Live Messenger でチャットをしている隙、ハウリングが発生することがあります。 
その場合、チャットウィンドウのマイクの感度を下げるか、オーディオの設定を変更 X してく 
ださい。 

^^メニューより、[ツール]-[才ーディオとビデオのセットアップ]を選択します。「はじめに」の 
画面が表示されたら、饮へ]をクリックし、「ヘッドホンを使用している」の項目のチェック 
マークを外して、欧へ]をクリックします。が降は、画風〔したがって設定を完了してくださ 
い。 



へッドセットはワンセグや音楽再生に対応していますか。 

=> 携帯電話などのワンセグや音楽再生をするためには、 AVRCP や A 2 DP とし、 うプロファ 
イルに対応している必要があるため、対応できません。 

へッドセットの巧電時間はどの程度必要ですか。 

与 電池の状態によりますが、約 2.5 時間で充電終了となります。 

巧電しながら使用することができますか。 

=>充電しながらご使用はできません。 

Bluetooth USB アダプタの最大接続台数は何台ですか。 

与 最大接続機器は7台です。なお、マウスやヘッドセットを同時に接続することはできま 
すが、ヘッドセットなどオーディオ機器は複数台を同時に接続することはできません。 

へッドセットはマルチペアリングに対応していますか。 

与 該当製品はマルチペアリング機能に対応しておりません。 

Bluetooth Class ! の機器と接続することができますか。 

今 接続することができます。 Classl 機器と Class 2 機器の接続時の通信距離などは aass 2 
のものになります。 


異なるバージョンの Bluetooth 機器と接続できますか。 

=>接続することができます。 Bluetooth は上位互換となりますので 、 Bluetooth Ver 2.1 機 
器と接続したときの接続手順は Bluetooth Ver 2.0 の接続手順となります。 

使用時にノイズが発生する。 

与 HFP や HSP での接続は、 A 2 DP や AVCRP での接続よりも双ち向通信のため、音質のレ 
ベルが下がっております。 

無線ですので、電場の障害となる遮断物間に入るとノイズの原因となります。 

マイクより音声が入力されなし、。イヤフォンより音声が出力されなし、。 

与 Windows のコントロールパネルより、オーデイオとサウンドデバイスの設定にて 
Bluetooth 才ーディオデバイスがミュートになっていたり、音量が下がっていないこと 
を確認ください。 

また、へ、ソ ドセツト本体のボリューム (+) を数回押して音量を上げてください。 

電源を OFF にした後、 ON にしても使えない。 

う Bluetooth 機器は、電源 OFF などで切断された樹ま、再接続の作業を行ってくださし、。 


安全にお使いいただくためにがずおずリく 
ださい 


お客様や他の人々への危害や損害を未然に防ぎ、本製品をを全にお使いいただくため 
にずっていただきたい事項を記載しました。 

正しく使巧するために、必ずお読みになり内容をよく理觸された上で、お使いください。 
なお、本書には弊社製品だけでなく、鱗社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般 
に関するま意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったため 
に生じた本製品の故障/トラブルは、蝶社の保証対象には含まれません。あらかじめご了 
承ください。 

巧用している表示と給記号の意味 


警告表示の意な 


A\ 危巧 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示のミ主意き項を守らない 
と、使巧者が死 t または、重症を負ラ危険が差し迫って生じる可能性が想定される 
内容を示しています。 

A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の指示をずらないと、使 
用者が死 t または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示の'ま意き項をずらないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が想 
定される内容を示しています。 


お記号の意巧 


A 

A は、警告•注意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容(例： 2么感電ミ主意)が描 
かれています。 

0 

〇に斜線は、してはいけないき項煤止き蔚を示す記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例： tS ) 分解禁止） 

• 

♦は、しなければならない行為を示す記号です。 

•の近くに、具体的な指示内容(例:をプラグをコンセントから振く）が描かれています。 


A 危巧 


本製品を火の中、電子レンジ、オーブンや高圧容器に入れないでください。また、本製品を加熱 
したりしないでくださし、。 

破裂、発火や火傷の原因となります。 


〇 本製品から漏れ出た液が目に入ったときは、きれいな水で洗い流し、すぐに医師の治 
療を受けて下さい。 

® 目に障害をちえる恐れがあります。 


〇本製品の充電には、がず本製品付属の接続ケーブルを使巧してください。 

強制 


プラグ、ジャックの端子をシヨートさせないでくださし、。 

発熱、破裂、発火や火傷の原因となります。特にコインやネックレス、ヘアピンなどの金属製品といっしょに携 
帯•保管しないでくださし\> 


直射日光の当たる場所、炎天下の車中、暖房器具の近くでの使用または放置をしないでくださ 
い。 

破裂、発火や火傷の原因となります。 


® 本裝品の分賴•改造•修理を自分で’しなし、でくださし、。 

発熱、破装、発火、火傷や感電の原因となります。また、本製品のシールやカバーを取りかした場合、修理をお 
か止断りすることがあります。 


A 警告 


O 本製品を取り付け、使用する際は、おずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示する 
警告•注意指示に従ってくださし、。 


液体や異物などが内部に入ったら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF にしコン 
^ セントから電源プラグを抜いてください。 

^^1*ミ^がそのまま使用を続けると、ショートして乂災になったリ、感電する恐れがあリます。薛社サポートセンターま 
' たはお買い求め販売店にご相談ください。 


煙が出たり変な臭し、や音がしたら、 mV コン及び周辺機器のスイッチ OFF にしコンセントから電源プ 
^ラク'を巧いてください。 

だミがそのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。幣社サポートセンターまた 
は、お買い求め販売店にご相談ください。 


jlR 本製品を落としたり、強い衝擊をちえたりしないでくださし、。ちえてしまった場合は、すぐに電 
^ ミ 原スイッチを OFF にし、コンセントから AC アダプタをおいてください。 

^；)1^ミ^5そのまま使用を続けると、ショ-卜して乂災になったリ、感電する恐れがぁリます。弊社サポ-トセンタ-また 
は、お買い求め販売店にご相談ください。 


〇 

強制 

接続ケーブルは、おず付属品（または指を品）をご使巧ください。 

付属品（または指定品）がかをご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあります。この場 
合、発煙や発かの恐れがあります。本製品の故障の原因ともなります。 

水場での 
巧田禁止 

風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

S ) 

慧止 

濡れた手で本製品に触れないでください。 

パソコンおよび周辺機器の電源プラグがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コ 
ンセントに接綺されていなくても故障の原因となります。 

〇 

強制 

小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取り扱いち法を理解した大人の監 
視、指導のもとで巧うようにしてくださし、。 

〇 

強制 

プラグ、ジャックの周辺にほこりが付着している場合は、乾いた巧でるき取ってくださし、。 
そのまま使用するとかお、感電の原因となります。 

A ま意 



パソコンおよび周巧機器の取り扱し、は、各マニュアルをよく読んで、各メーカーが定める手順に 
がってください。 


静電気【なる赋員を防ぐたか:品に触れる前に身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど)に手を袖 
れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

人体からの静電気は、本豐品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあります。 


動作環境内巧て〜40て）でお使いください。 

倾晶時には、本製品懼撇の性能が低下することがあります。 


本製品の取り付け/取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いのノた/コン環境を 
少しでも変更するときは、変更前に'ぶず V 《ソコン内(ハードディスク等)のデータをすべて M 0 ディス 
ク、フロッピーディスク等に/ くックアップしてくださし、。 

誤った使いちをしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害 
を最小限に抑えることができます。バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、製 
社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

§ 

次の場所には設置しないでくださし、。感電、火災の原因となったり、裝品やパソコンに悪影響を 
及ぼすことがあります。 

•強い磁界が発生するところ 
•静電気が発生するところ 

•温度、湿度が/かコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ 
^故障の原因となります。 

•振動が発生するところ 
一け が、故障、破損の原因となります。 

•平らでないところ 

一転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。 

•直射日光が当たるところ 
•火気の周辺、または熱気のこもるところ 
^巧障や変おの原因となります。 

•漏電または漏水の危険があるところ 
^故障や感電の原因となります。 

§ 

シンナーやベンジン等の有機落剤で本製品をおかないでくださし、。 

本聲品のよごれは、乾いたきれいな布で巧いてください。ちれがひどい場合は、きれいな布に中性洗剤を含 
ませ、かたくしぼってからがきとってくださし、。 


充電が終わったら、ケーブルを抜いてください。 


本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。 

本聲品には、リチウムポリマー電池 ( Li - Po ) が使われています。 

〇 

本製品は定期的に充電してください。 

本製品に内蔵されている電池の性能が劣化するのを防ぐことができます。 


強が 


■電波に関する注意 

♦本製品は、電波法に基づくか電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技術基準適合証 
明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、 
日本国内でのみ使用できます。 

•本製品は、技術基華適合証明を受けていますので、が下のま項をおこなうとま律で罰せられることがあ 
ります。 

•本製品を分解/改造すること 
•本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 
•本製品は、次の場巧で使用しないでくださし、。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使用しているものの 
近く (環境により電波が届かない場合があります。） 

参本製品は a 乂下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用機器 

♦工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
の 楷内無線局(免許を要する無線局） 

@特定か電力無線局(免許を要しない無線局） 

• AirStation 製品、無線 LAN アダプタ製品 
.無線機能を搭載した LinkStation、LinkTheater 

♦本製品を側する場合、上記の機器や無觀と電波干渉する恐れがあるため、な下の事項に注意してくだ 
さし、。 

1本製品を使用する前〔、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないこ 

レを石を§否, I 了くド-^し、 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やか 
に本製品の使用場所を変えるか、または電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。 

3その他本製品から移動体識 S 拥の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何 
かお困りのことが起きたときは、弊社サポートセンターへお問し、合わせくださし、。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

蜜調ち式 

FH - なち式 

想定干渉距離 

lOmOT 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線尉「特 
定小電力無線局」帯域を回避不可 





お問い合わせ 


お問い合わせについては、な下の順にてご確認いただきますようお願いいたします。 

マニュアル （印刷物、添付 CD 等）をご確認ください。 


弊社ホームページにて 

最新 FAQ 情報、最新ドライバダウンロードを ご確認くださし、。 



ホームぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/ 


上記で改善しない場合は、 テクニカルサポートセンターへ お問い合わせくださし、。 



電話でのお問い合わせホ 


03 - 5365-3106 


嚴電話番号はお掛け間違いのないようにごま意ください。 

月〜± (日•祭日、年未年始除く） 

9:30〜12:00/13:00〜18:00 


FAX でのお問い合わせ先 


03 - 3375-2327 


Web でのお問い合わせ先 


http://bufTalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ だ 


保証契約約款 


この巧飘よ、お客様が属入されたが社製品について、條理に関するな証のを件等を規定するものです。お客様が、この約款に規定されたを項に同意頂けな 
い場合は保証契約を巧リ消すことができますが、その場合は、ご睛入の製品を使用することなく販売店または弊社にご返却下さい。なお、このお款により、お 
さ様の法律上の巧利が制陌されるものではありません。 

第1条(定義） 

1この約款において、「保围書 J とは、保証期間に製品が巧障した場合に巧巧が修理を巧うことを約した重要な証明含をいいます。 

2この約款において、 r 巧障」とは、お客様が正しい使用方法にをづいて製品を作動させた場合でちっても、製品が正常に博能しない状態をいい 


こな巧 tiWc まんて 
この約款にお I 
この約款にお I 


、て、 「巧樹觸とも製品(佩障した場き、解が航貧巧ち当該故障個巧の^をいし、ます。 

おいて、「無償保証 J とは、この約款に規定されたを件により、弊社がお客巧に巧しお償修理をお約ますることをいいます。 
J 品が巧障した巧 


6いて、「有償後理」とは、製品： 

巧瞎個所の偉理をいいます。 

6この約款において、「製品」とは、掉社が販売に擦してお包されたもののうち、本' 
第2条(巧償保証） 


た場合であって、無償保証が適用されないとき、お客様から責巧を頂致して巧社が行う当該 


6適用さ. 
こ体部分; 


•をし•'い、イホ属品および添付品などは含まれません。 


頃することにより、無僧' 
ことができません。 


:巧証の適用を受けることがで 


I 製品が巧障した場合、お客様は、保函舍に記 K された保証巧間内に弊社に対し修理を依精す 
きます。但し、巧の各号に掲げる場合は、保証が間内であってもお償保なの適用を受けること 
?修理をご巧頼される際に、保な書をご提示頂けない場合。 

?ご提示頂いた保な書が、製品をおよび製品シリアル No 等の重要き項がホ記入または修正されて 
合、または轉品に表示されるシリアル No 筹の重要ま項が消去、削除、もしくは改ざんされている 
1販売店なが保証書にご購入曰のな巧をされていない場合、ぎたはおぎ様のご廣入日を確認できる書類(レシートなど)が添付されていない場 

による運送または移動に際し 


r れている 
，、る場合。 


ること等により、偽造された疑いのある場 


合。 

おぎなが製品をお買い上げ頂いた後、お： 

おち様における使用上の誤り、不当な巧2 

;雷、風水害、その他天を地を、または、異常電圧?: 

し消耗部品を取りおを! 
貝因が、おぎ様の使用ち i 


、お客様による運送または移動に際し落下: 
上の誤り、不当な改造もしくは低理、または、巧社が指定する i 


7义ぶ、地涅、を雷、風水害、その他天を1 
8消耗部品が自な摩耗または自巧劣化 I 
9前ち号に掲げる場合のほか、巧瞎の原因が、お: 


または衝 g 等に起因して故障またはお損した場合。 

もの]•ソ外の機能との接続により巧跨または破損した場合。 
:などのが部的要因により、巧障または破損した場合。 

る場さ。 

をにあると認められる場合。 


この届 S によが^は、》:のを号に規定するを件の下?案施します。 

1修理のご時には製品を算社テクニカルサポートセンターにご送付くださし、。テクニカルサポートセンターについてはを製品を付のマニュ乃レ(軍子マニュアルを 
含みます)またはパッケージをご確認くださし、。尚、送料はをな元負担とさせていただきます。また、だを巧^にはを配便など迸巧^觸るち法でごちがくださし、。郵 
掛姻くお断風します。 

2修恐よ、製品の分おまたは部品のを換もしくは補修によリ行し、ます。但し、万一、修理が困難な場合または修理費用が製品価格を上回る場合に 
は、保証対きの製品と同等またはそ ni 乂上の性能をちする他の製品と交換するきにより対なさせて頂くまがあります。 

3ハードディスク等のデータ記憶装 S またはメディアの修理に段しましては、修理の内容により、ディスクもしくは製品を交換する場合またはディ 
スクもしくはメディアをフォーマットする場合などがごぞいますが、修理の際、弊社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしぎせ 
ん。また、辟社は当該データのお損、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

t 旧製品菊よ、弊社にて適宜巧案処分させて頂きます。 

ザこは旧製品等についても、巧れにて適宜巧棄の分させて頂きますが、修理をごな箱された際にお客様か 
るいたします。但し部品の性質上ご意向に添えない場合もございます。 


ん。また、辟社は当該データの巧損、消失な< 
4無償修理により、交換された旧部品または旧 
5有值修理により、交換された旧部品またはけ 
らお知らせ頂ければ、旧部品等を返品いた I 
第條晚責ま風 


巧限度と致します。 

2お客殷3た觸入された製品につし、て、陽れた睛抵)化った場封ま、このが啟の規ミにかかわらむ 
致しますが、当!«に基づく損害瞄 I の賣に任じませ心 
3薛社:における保証は、お客様がご辑入された製品の機能に関するものであり、ハードデ- 
または破損について保証するものではあリません。 

第5条馆効範風 

この約款は、日本国内においてのみ有のです。また巧外でのご使用につきましては、巧社はいかなる保証もいたしません。 


こ無おにて当!«を修桶しまた 
’ディスク等のデータ記憶装 KI 


たは磯於0姑咎品または同等品に交換 


について、記憶されたデータの消失 


•裝品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしにを要される場合があん現に購入された 
製品とは一部異なることがあります。 

•BUFFALO™ は、株式会社メル コ ホールデイングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標 
または登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載していません。 

株式会社バッファロ-コクヨサプライ 第3版発行2008/11/17 

BSHSBE 01 シリーズ取お説明書 KM 日日-日 021-03 






































































































































































































































































































































































































































